
※自然災害等により上記避難先に避難できない場合は、県が調整の上、各県内で代替避難先を確保

PAZ

UPZ

UPZ内市町
の広域避難先

佐賀県3市町避難先※

県内17市町

福岡県1市避難先※

県内16市町

長崎県4市避難先※

県内6市町
（同一市内への避難を含む）

Ø ＵＰＺ約25.5万人について複数避難経路、一時移転先を確保

Ø 一時移転に必要となるバス等の輸送能力を確保

Ø 避難先施設を約30万人分確保（約2200施設）

３－１０ UPZ内における一時移転等
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県 市町 住民数

佐賀県

玄海町 2,292人

唐津市 121,148人

伊万里市 56,063人

長崎県

松浦市 23,911人

佐世保市 10,295人

平戸市 10,932人

壱岐市 15,233人

福岡県 糸島市 14,826人

合 計 254,700人
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区域 種別 対象者数

屋内退避 ／一時移転（1週間程度内に実施）の流れ
備考

警戒
事態

施設敷地
緊急事態

全面緊急事態

OIL2となった場合※2

UPZ
（発電所か
ら概ね5～
30km圏内）

避難行動要
支援者
（医療機関）

佐賀県
3,775人
長崎県
1,613人
福岡県
119人

l 施設毎の避難計画は策定済み。
l 一時移転等の防護措置が必要と
なった場合、佐賀県、長崎県、福
岡県の調整により、医療機関の
受入れ先を選定し、入院患者を
移転・収容。

避難行動要
支援者
（社会福祉施
設）

佐賀県
5,541人
長崎県
1,674人
福岡県
387人

l 施設毎の避難計画は策定済みで
あり、全施設を対象に施設ごとに
あらかじめ受け入れ施設を確保。

l あらかじめ選定した受入施設が
使用できない場合は、佐賀県、長
崎県、福岡県が代替の受入施設
を調整。

避難行動要
支援者
（在宅）

佐賀県
9,991人
長崎県
3,753人
福岡県
2,070人

l 一時移転が必要となった避難行
動要支援者は、市町が準備した
避難先に優先的に移動。

l 避難先施設における生活が困難
な避難行動要支援者は近接の福
祉避難所へ輸送。

避難行動要
支援者
（学校・保育
所・幼稚園
等）

佐賀県
27,902人
長崎県
8,471人
福岡県
1,798人

l 警戒事態になった時点で授業・保
育を中止し、保護者への引き渡し
を開始。

l 保護者へ引き渡しができなかった
場合は、全面緊急事態で屋内退
避を行い、その後指示に基づき
避難先に移動し、保護者に引き
渡す。

一般住民※1

佐賀県
132,294人
長崎県
44,860人
福岡県
10,452人

l 避難計画で定めている避難先へ
一時移転を実施。

l 自家用車や佐賀県、長崎県、福
岡県が準備したﾊﾞｽ等で移動。

合計 254,700人

避難先福祉施設
（392施設）

避難先施設
（720施設）

自家用車、ﾊﾞｽ等により移動※3

全
面
緊
急
事
態
で
屋
内
退
避
を
開
始
。
そ
の
後
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
基
づ
き
、
毎
時
20

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
区
域
が
特
定
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
区
域
の
住
民
の
一
時
移
転
を
実
施

屋内退避
（289施設：
7,602人）

屋内退避
（15,814人）

屋内退避
（187,606人）

佐賀県、長崎県、福岡県が、それぞれの県内
のﾊﾞｽ会社等から必要となる輸送手段を調達。
不足する場合は他県との応援協定や政府支
援の下、近隣県等から、輸送手段を調達。

屋
内
退
避
の
準
備
を
開
始 ﾊﾞｽ・福祉車両（支援者同乗）により移動※3

ﾊﾞｽ・福祉車両（職員同乗）により移動※3

ﾊﾞｽ（教職員同乗）により移動※3

一時移転
対象学校等

一時移転
対象者

一時移転
対象者

３－１１ UPZにおける屋内退避・一時移転の概要

対象施設
（287施設）

保護者

引き渡し

屋内退避
（87施設：
5,507人）

ﾊﾞｽ・福祉車両（職員同乗）により移動※3

避難先医療機関
（614施設）

避難先施設
（720施設）

避難先施設
（720施設）

※1 一般住民の対象者数は、UPZ内住民の合計数から避難行動要支援者の数を引いた数字であり、若干の増減がある。
※2 UPZ内の全住民のうち、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果に基づき、毎時20ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄを超えると特定された区域の住民は、一時移転を実施。
※3 架橋されていない離島については、まず船舶等により本土へ移動したのち、車両により避難先まで移動。

一時移転
対象病院

一時移転対象
福祉施設

一時移転
の指示

一時移転
の指示

一時移転
の指示

一時移転
の指示

一時移転
の指示

＜引き渡しできなかった児童等＞

福祉避難所
（540施設）

屋内退避
（287施設：
38,171人）



３－１２ UPZ内住民の一時移転先

小城市
（12,533人）
江北町
（2,211人）

白石町
（7,031人）

多久市
（5,336人）

大町町
（2,912人）

神埼市
（8,600人）

上峰町
（3,098人）

鳥栖市
（11,999人）

基山町
（3,598人）

みやき町
（10,124人）

吉野ヶ里町
（3,952人）

有田町
（8,871人）

嬉野市
（11,070人）

武雄市
（20,604人）

鹿島市
（10,608人）

太良町
（7,847人）

波佐見町
（5,580人）
川棚町
（9,213人）
東彼杵町
（20,009人）

佐世保市南部
（13,350人）

平戸市街地
（4,944人）

PAZ

UPZ

壱岐市北部
（20,686人）

糸島市

伊万里市

佐世保市西部
（9,150人）

玄海町
唐津市

佐賀市
（52,474人）

福岡市
（9,500人）

筑紫野市
（700人）

春日市
（700人）

福津市
（400人）

那珂川町
（300人）

新宮町
（200人）

古賀市
（400人）

志免町
（300人）

須恵町
（200人）

大野城市
（600人）

宗像市
（600人）

宇美町
（300人）

篠栗町
（200人）

久山町
（100人）

粕屋町
（300人）

太宰府市
（500人）

佐世保市

松浦市

平戸市

壱岐市

【凡例】 避難元 避難先

佐賀県

長崎県

福岡県

ささぐりまち

しめまち

すえまちちくしのし

だざいふし

なかがわまち

むなかたし

こ が し

ふくつし

しんぐうまち

ひさやままち

かすがし

おおのじょうし うみまち

かすやまち
いとしまし

こうほくまち

しろいしちょう

おおまちちょう

かんざきし

かみみねちょう

と す し

きやまちょう

よしのがりちょう

お ぎ し

たけおし

かしまし

うれしのし

たらちょう

ありたちょう

た く し

さ せ ぼ し

さ せ ぼ し

ひらどし

ひがしそのぎちょう

かわたなちょう

はさみちょう

い き し

さ せ ぼ し

ひらどし

い き し

まつうらし

からつし

い ま り し

げんかいちょう

ちょう
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